
提 供 日 2025/11/12

タイトル 令和７年度静岡県教育委員会表彰　表彰式開催

担　　当 教育委員会 教育総務課

連 絡 先 総務班

TEL 054-221-3155

令和７年度静岡県教育委員会表彰　表彰式を開催します。

１　教育委員会表彰の概要
　　静岡県教育委員会表彰は、教育、学術、技芸、その他文化の振興に貢献し、
　その功績が顕著な方、学芸素行等が優秀で他の模範とする生徒及び児童の皆さん
　を教育委員会が表彰するものです。

２　日　時
　　令和７年11月19日（水）午後１時から午後１時40分まで

３　場　所
　　県庁西館４階　第一会議室

４　受賞者
　　44件（個人28件、団体16組　受賞者一覧は別添のとおり）

【取材について】
　インフルエンザ等の感染拡大を防止するため、発熱がある場合など、
　体調が優れない方は取材をお断りする場合があります。
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提 供 日 2025/11/12

タイトル 県議会特別委員会の開催

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-3483

県議会特別委員会を下記のとおり開催します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ＳＮＳ適正利用対策特別委員会

１．日時　令和７年11月19日（水）午前10時30分から

２．場所　第２委員会室　（県庁本館４階）

３．内容　(1)調査事項に関する参考人からの意見聴取と質疑応答
　　　　　　午前　一般財団法人　日本サイバー犯罪対策センター　業務執行理事　櫻澤　健一氏
　　　　　　午後　静岡大学　教育学部准教授　塩田真吾氏

　　　　　(2)提言に向けた委員間討議
　　　　　　

　※委員会の映像取材を希望する県政記者会加入社は、委員会撮影許可願を委員会開
　　催日の前日午後５時までに議会事務局へ提出してください。



提 供 日 2025/11/12

タイトル 【県内バス路線が無料に】12月13日、14日は小学
生バス無料デー

担　　当 交通基盤部 都市局地域交通課

連 絡 先 地域交通班

TEL 054-221-3186

【県内バス路線が無料に】
12月13日、14日は小学生バス無料デー

県内全ての小学生が無料でバスに乗車できるバス無料デーを２ 日間限定で実施します。
この取組は、路線バスの利用者が減少する中、地域の移動手段であるバスの利活用を促進するため、小学生やその家族にバスに

乗ってもらうことで「 乗っ て育む」 意識を啓発するものです。　
ＪＲ東海では、無料デーに合わせ、東海道本線（熱海～豊橋）・御殿場線・身延線において普通列車のこ ども 料金が100円で１

日乗り 降り 自由と なるお得なきっ ぷを発売します（詳細はＪＲ東海のホームページを御参照ください）。
　ぜひこの機会に、バスや電車などの公共交通機関でのお出かけをお楽しみください。
イベント情報の詳細は「2025静岡県バス無料デー」特設サイトを御覧ください。
▼「2025静岡県バス無料デー」特設サイト

https://www.shizuoka-bus-kyokai.or.jp/freeday2025/

特設サイ ト では、 県内各地で特典やサービスが受けら れる「 わく わく イ ベント 」 情報や、 バスを利用し たモデルコ ースなども 紹
介しています。

１ 　 対象者
　　静岡県内の学校に通う小学生（約168,000人）

（国公立、私立小学校、特別支援学校小学部、外国人学校の全児童）
２ 　 利用方法
　　運賃を支払う代わりにリーフレットをバス運転士に提示
　　※リーフレットは、11月中旬以降、学校を通じて各家庭に配布
３ 　 対象路線
　　静岡県内の路線バス・コミュニティバス
４ 　 対象外路線

高速道路を走行する路線、空港アクセス線など
５ 　 タ イ アッ プイ ベント など

わく わく イ ベント バスでのお出かけを楽し く するイ ベント を県内各地で開催
（例）バスを利用の小学生を対象としたリーフレットの提
示でノベルティグッズやクーポン券のプレゼント、入場
料、施設利用料の割引など
（イベント一覧は別添資料のとおり）

モデルコ ースの紹介 この時期ならではのイルミネーション、動物園・遊園地の
モデルコ ース情報をバス停や時刻表情報と 合わせて御紹介

温暖化対策アプリ 『 ク ル
ポ』 脱炭素アク ショ ンで
ポイ ント が10倍に

12月13日（土）・14日（日）に対象路線のバスに乗ると、
脱炭素アクションの『公共交通を利用する』として10ポイ
ント獲得できます。
（1日1回限り・通常1Pが10倍にアッ プ！）

アンケート の回答で静岡
ブルーレヴズのホーム
ゲームに御招待

バスに乗って、アンケートに回答いただいた方の中から、
抽選で50組100名様を静岡ブルーレヴズのホームゲームに御
招待
　応募期間：2025年12月13日（土）～2026年1月5日（月）
　対象試合：2026年1月25日（日）vsトヨタヴェルブリッツ
　会　　場：ヤマハスタジアム（14時キックオフ）
アンケートは特設サイトの回答フォームから回答いただけ
ます。

〈 県内小学生限定〉 Ｊ Ｒ
東海静岡地区の普通列車
が100円で１ 日乗り 放題

バス無料デーに合わせて、普通列車のこ ども 料金が100円で
１ 日乗り 降り 自由となるお得なきっぷを発売（詳細はＪＲ
東海のホームページを御参照ください）
ＪＲ東海ホームページ（https://jr-central.co.jp）

６ 　 主催、 協力
主催 ハッピーライドin静岡プロジェクト実行委員会

事務局　静岡県交通基盤部地域交通課（054-221-3186）
静岡県バス協会（054-255-9281）

構成団体 国土交通省静岡運輸支局、県、市町、（一社）静岡県バス協会、しず
てつジャストライン(株)、遠州鉄道(株)、(株)東海バス、伊豆箱根バ
ス(株)、富士急静岡バス(株)、富士急シティバス(株)、富士急モビリ
ティ(株)、富士急バス(株)、秋葉バスサービス(株)、山梨交通(株)、
(株)大鉄アドバンス、日本平自動車（株）、(株)KMSバス

協力企業団体 静岡鉄道(株)、県地球温暖化防止活動推進センター
協賛企業団体 静鉄グループ、（一社）静岡県自動車会議所、（一社）日本自動車販

売協会連合会静岡県支部

https://www.shizuoka-bus-kyokai.or.jp/freeday2025/
https://jr-central.co.jp


特別協賛：静岡ブルーレヴズ(株)
後援 静岡県教育委員会、（公社）静岡県私学協会

　
（左：周知用チラシ、右：静岡県のバスの妖精「ハッピー」）

※JR東海静岡支社でも同日にプレスリリースを実施予定



会 見 日 2025/11/12

清水港の旧４号上屋活用事業者との協定締
結について

１　要旨

     清水港日の出地区の旧４号上屋について、クルーズ船等の集客機能付き待合所の整備と運営を官民連携で行うため、民間事業者

の公募を行ってきました。 この度、活用事業者が決定したことから、事業に係る協定の締結式を行います。

　　２　協定締結式

　　　　○日　時　令和７年11月21日（金）　午前10時～午前10時20分

　　　　○場　所　県庁東館５階特別会議室

　　　　○参　加　清水港模型聖地の会代表　高橋　明彦（たかはし　あきひこ）　ほか

　　　　　　　　　　 静岡県副知事　塚本　秀綱（つかもと　ひでつな）　ほか

　　　　○内　容　（１）活用事業者からの企画提案内容の説明

　　　　　　　 （２）記念撮影、挨拶など

   　　３　旧４号上屋施設の概要

○クルーズ拠点整備のイメージ図　　　　　　　　　　　　　　　○旧4号上屋（物流施設として過去利用）       
　　

　　４　活用事業者の提案内容（詳細は協定式にて説明します）

　　　　○プラモデルを核とした文化の発信拠点として、模型の展示やイベント等を開催

　　　　○グリーンスローモビリティ等による周辺移動、ＡＩ機能を用いた通訳案内　等
　　　

　　５　取材について　直接会場にお越しください。

担当 ： 交通基盤部 港湾局港湾振興課

連絡先 ： 山崎 弘山　TEL 054-221-2133



提 供 日 2025/11/12

タイトル 第７回静岡県境界問題連絡協議会の開催

担　　当 交通基盤部 建設経済局公共用地課

連 絡 先 調整班

TEL 054-221-3047

今年度の静岡県境界問題連絡協議会では、会員の知識向上と相互交流の機会を創出すべく当協議会初のグループディスカッション
を行います。参加者同士が積極的に意見交換することで、各自の経験や知識を共有し、より実践的な学びを得ることを目指しま
す。

１　日　時　令和７年11月19日（水）受　付　午後１時00分～
                                  開　会　午後１時30分～午後５時

２　場　所　静岡県総合研修所　もくせい会館「静岡県職員会館」
　　　　　（静岡市葵区鷹匠3-6-1）
　　　　　　富士ホール　Tel 054-245-1595

３　内　容　　
　（１）会員からの質問・要望連絡票に対する回答
　（２）グループディスカッション

４　協議会の概要
　（１）会の目的
　　　　静岡県内で土地の境界に関する業務に携わっている機関や関係団体が、
　　　　境界に関する諸問題について情報交換し、境界に関する認識を共有す
　　　　ることで、複雑化する境界の明確化と境界紛争の予防に努める
　（２）構成員
　　　　静岡地方法務局、東海財務局静岡財務事務所、静岡県、
　　　　県内全市町、静岡県弁護士会、静岡県土地家屋調査士会　　　　
　（３）活動内容
　　　　ア　境界に係る調査・確認及び登記事務に関する協議
　　　　イ　所有者不明土地等の境界をめぐる社会的問題に関する協議
　　　　ウ　関係機関等相互の情報交換
　　　　エ　研修会、講演会等の開催
　（４）設立年月
　　　　令和元年５月

５　取材等に関する問合せ先
　　　取材や協議会に関するお問い合わせは、以下の担当まで御連絡ください。

　　　静岡県境界問題連絡協議会事務局
　　　　静岡県土地家屋調査士会（静岡県静岡市駿河区曲金６丁目16-10）
　　　　担　　当　業務部　望月副会長、山﨑業務部長
　　　　電話番号　０５４－２８２－０６００



提 供 日 2025/11/12

タイトル 私は未来をモノにする！工科短期大学校
第２回選抜試験（令和８年度入学生）の実施

担　　当 経済産業部 工科短期大学校教務課

連 絡 先 静岡キャンパス

TEL 054-345-2033

私は未来をモノにする！

工科短期大学校第２回選抜試験（令和８年度入学生）の実施

　地域産業や社会発展に貢献する技術者育成を目指す本校の令和８年度入学生「第２回選抜試験(学校長推薦選抜１、事業主推薦選抜、一般選抜）」を
実施します。詳細は本校ホームページ(https://scot.ac.jp/)をご覧ください。

１　日程

回 選抜区分 出願受付期間 試験日 合格発表

第２回
学校長推薦選抜１
事業主推薦選抜
一般選抜

令和７年
11月19日(水)～12月３日(水)

令和７年
12月13日(土)

令和７年
12月22日(月)

２　募集学科及び募集人員等
募　集　人　員

推薦選抜キャンパス名 学　科 定　員

学校長推薦選抜１ 事業主推薦選抜
一般選抜

機械・制御技術科 30名 18名程度

電気技術科 20名 11名程度静岡キャンパス

建築設備科 20名 ９名程度

機械・生産技術科 20名 11名程度

電子情報技術科 20名 ９名程度沼津キャンパス

情報技術科 20名 ５名程度

３　試験科目　　数学Ｉ・面接　　　　　　　　　※ 推薦選抜 は 面接 のみ 実施

４　試験会場　　静岡県立工科短期大学校　静岡キャンパス（静岡市清水区楠160）

５　授業料等
受験料 入学金 授業料

18,000円 県内84,600円／県外219,900円 年額234,600円

６　問合せ先　　静岡キャンパス学務課（054-345-2032）

＜参考（次回予定）＞
回 選抜区分 出願受付期間 試験日 合格発表

第３回 一般選抜 令和８年
１月14日(水)～１月28日(水)

令和８年
２月７日(土)

令和８年
２月16日(月)

第２回選抜試験で募集人員に達した学科は、第３回の試験は実施しません。

https://scot.ac.jp/


会 見 日 2025/11/12

「静岡県動物愛護センター」いよいよ開所
します

「静岡県動物愛護センター」いよいよ開所します

１　趣　旨

新たな動物愛護の拠点となる静岡県動物愛護センターを、令和７年11月22日（土）に富士市大淵に開所します。

開所式では、センター愛称「しっぽのバトン」の発案者である「清くるみ」さんの表彰式などを行います。

２　主な施設

３　動物愛護センターの情報

(1) 所在地：静岡県富士市大淵2158
(2) 詳　細：静岡県公式ＨＰ（衛生課）に公開しております。
                   https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/dobutsuaigo/1003130/1043808.html
(3) 開所式：令和７年11月22日（土）午後１時30分～午後２時35分
（一般の方の御来場は、 令和 ７ 年11 月23 日 （ 日 ） 午前 ９ 時からとなります。）

※ネーミングライツによる愛称
　県有施設等に企業名、商品名等を冠した愛称を付与する権利（命名権）のこと

担当 ： 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連絡先 ： 動物愛護班　TEL 054-221-2347

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/dobutsuaigo/1003130/1043808.html


提 供 日 2025/11/12

タイトル 令和７年度第１回静岡県国民健康保険運営協議会
の開催

担　　当 健康福祉部 健康局国民健康保険課

連 絡 先 事業運営班

TEL 054-221-2333

令和７年度第１回静岡県国民健康保険運営協議会を開催します

令和７年度第１回静岡県国民健康保険運営協議会を以下のとおり開催します。
国民健康保険の安定的な財政運営や、事務の共同化・効率化の取組などを定めた
「静岡県国民健康保険運営方針」の2024年度取組状況評価について審議していただ
きます。

１　日　時
　　令和７年11月18日（火）午後１時30分から午後３時まで（１時間30分程度）

２　場　所
　　静岡県庁別館20階　第一会議室Ｂ・Ｃ　
　　（静岡市葵区追手町９－６）

３　内　容
　　静岡県国民健康保険運営方針の2024年度取組状況評価

４　出席者
(1) 委員 (11人)
　 ア 被保険者代表(国保の加入者である県民) ３人
　 イ 保険医又は保険薬剤師代表(医師、歯科医師、薬剤師) ３人
　 ウ 公益代表(大学教員等の国保制度に専門知識のある者) ３人
　 エ 被用者保険等保険者代表(企業の従業員等が加入する健康保険団体代表) ２人
(2) 県
　 健康福祉部健康局長　ほか

５　傍　聴（報道関係者を除く。）
(1) 定員
　 ５人
(2) 手続
・傍聴を希望される方は、当日午後０時45分から午後１時15分までに受付で手続
 （氏名、住所、連絡先の記入）を行ってください。
・傍聴は先着順としますので、定員になり次第受付を終了します。
・発熱又は風邪のような症状のある方は来場をお控えください。

※ 報道関係者席は別に用意します。



提 供 日 2025/11/12

タイトル 身体障害者団体との懇談会を開催します

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 身体障害福祉班

TEL 054-221-2351

身体障害者団体との懇談会を開催します

　
　障害のある人の社会参加の促進や地域での自立した生活を支援するためには、県と障害当事者団体が現状の課題を共有し、連携
して各種施策に取り組むことが重要です。
　今回、社会福祉法人静岡県身体障害者福祉会をはじめとする県内身体障害当事者関係８団体が健康福祉部長を訪問し、福祉制度
の充実や障害者に対する差別の解消、災害防災対策などについての要望書を提出し、意見交換を行います。

１　日時　　令和７年11月17日（月）　午後１時30分から３時00分まで

２　場所　　県庁　別館９階第２特別会議室

３　内容　　要望書の提出
　　　　　　意見交換

４　参加者（予定）
氏　　名 所　　属

１ 山田 保夫 社会福祉法人静岡県身体障害者福祉会副会長
２ 枝村 和秋 社会福祉法人静岡県身体障害者福祉会副会長
３ 彦山 明史 社会福祉法人静岡県身体障害者福祉会常務理事兼事務局長
４ 伊藤 定善 一般社団法人静岡県視覚障害者協会会長
５ 山本　直樹 公益社団法人静岡県聴覚障害者協会副会長
６ 小倉 健太郎 公益社団法人静岡県聴覚障害者協会事務局長
７ 青野 全宏 静岡県車椅子友の会会長
８ 岡崎 勝弘 特定非営利活動法人日本喉摘者団体連合会静岡県静鈴会会長
９ 増井 均 公益社団法人日本オストミー協会静岡県支部支部長
10 柿下 和夫 日本心臓ペースメーカー友の会静岡県支部支部長
11 馬渕 寿之 静岡県腎友会会長



提 供 日 2025/11/12

タイトル 医療的ケア児等当事者家族支援セミナー　
第２弾 災害時でもおいしい食事楽しい食事を支援
する

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 知的障害福祉班

TEL 054-221-2366

医療的ケア児等当事者家族支援セミ ナーを開催し ます。
『 第２ 弾　 災害時でも
　 　 　 おいし い食事・ 楽し い食事を支援する』
　 　 　 　 　 　 　 　 【 参加者募集・ 取材依頼】

1　 概要

　昨年度は「食事」をテーマにしましたが、今年度は「災害時の食事」について 
 のセミナーとなります。障害があっても、災害時であっても、事前に備えることで
 家族みんなで笑顔で食事ができます！
　 おいしく楽しい災害時の食事のヒントを、皆さんで一緒に考えてみませんか？

２ 　 日時
　　令和８年１月１０日（土）１３：００～１５：３０

３ 　 場所
　　静岡県立掛川特別支援学校（掛川市杉谷南１丁目１－２）

４ 　 対象
　　医療的ケア児者・重症心身障害児者の家族
　　医療・教育・保育・福祉に関わる方

５ 　 内容
(1)　講演「医ケア児・障がい児の災害時食」
　 災害時の食事を考えることをきっかけに、普段の食生活をみつめなおしてみよう
　　　講師/淺野一恵医師
　　　　　（社会福祉法人小羊学園つばさ静岡）

(2)　講演「いざという時の栄養管理を考えよう -医ケア児の災害対策-」
　　　講師/鈴木恭子管理栄養士（公益社団法人静岡県栄養士会）

(3)　保護者交流会

６ 　 申込み方法
　 　 申込みフォームよりお申込みください。（詳細はチラシをご覧ください。）

７ 　 定員
　 　 100名（オンデマンド配信に定員はございません。）

８ 　 問合せ先
　　静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課知的障害福祉班
　　電話番号　054-221-2366　　
　　※セミナー当日 株式会社東海道シグマ　セミナー担当　北堀　080-5890-7485
　　　※取材を御希望される場合は、障害福祉課宛にお問い合わせください。



提 供 日 2025/11/12

タイトル 「第17回児童虐待防止静岡の集い」

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども家庭課

連 絡 先 こども家庭班

TEL 054-221-3760

「第１７回児童虐待防止静岡の集い」について

～ベルテックス静岡と共同で広報啓発活動を実施します！～

１ 主旨
　 11月のこども家庭庁「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」（平成16年度から令和４年度まで、厚生労働省「児童虐待防止推進
月間」として実施）の期間に県内の児童福祉関係団体が、「児童虐待防止静岡の集い実行委員会」を組織し、児童虐待防止について県民に
広く理解と関心を得るため、今年度はプロバスケットボールチームの「ベルテックス静岡」と共同で広報啓発活動を実施します。

　 当日は、試合開始前のブース出展及び試合中の活動を通して、児童虐待防止を広報啓発します。

２ 実施内容
○日　時　令和７年11月16日（日）　午後１時00分～午後６時00分
○参加者数　約2,400人（試合観戦予定者数）
○会　場　静岡市中央体育館（静岡市葵区駿府町２－80）
○概　要　

時間 内容 場所

試合開始前

午後１時00分～

午後4時00分

・イベントブースを広場に設営し、児童虐待防止への願いを

書いた短冊を付けたツリーを設置

・試合会場（静岡市中央体育館）入口で入場者へ啓発品

（クリアファイル・缶バッジ）を配布

・ゆるキャラとのふれあいイベント

（県からはふじっぴーとちゃっぴーが参加）

静岡市中央

体育館前広場

試合中

午後4時05分～

午後6時00分

（ベルテックス静岡主導 ）

・会場ＭＣによる児童虐待防止の周知啓発アナウンス

・ビジョンへ映像投影

・隣の観客と協力しながらのミニゲーム

・虐待防止のたすきをつけたフラッグを先頭に観客がウェーブ

※

※試合状況によりベルテックス静岡が実施有無を判断

静岡市中央

体育館内

試合後
・観客の退場時にベルテックス静岡のスタッフ等と並んで

ハイタッチで見送り

静岡市中央

体育館出口

３　主催　第17回児童虐待防止静岡の集い実行委員会
　　
　　静岡県児童養護施設協議会（主催者代表）、静岡県、静岡市、浜松市
　　静岡県社会福祉協議会、静岡県乳児院協議会
　　静岡県母子生活支援施設協議会、静岡県児童家庭支援センター協議会
　　静岡県里親連合会、静岡市里親会、浜松市里親会
　　静岡市里親家庭支援センター、静岡県保育連合会
　　静岡県民生委員児童委員協議会、静岡市民生委員児童委員協議会
　　浜松市民生委員児童委員協議会、静岡県知的障害者福祉協会

４　連絡先
　　静岡県健康福祉部こども若者局こども家庭課(054-221-3760)
　　児童虐待防止静岡の集い実行委員会事務局
　　児童養護施設聖心養護園(0559-86-1736)

５　参考
○「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」の趣旨

　　　社会全般にわたり、児童虐待問題に対する深い関心と理解を得ることを目的に
　　平成16年度から令和４年度まで厚生労働省が児童虐待防止法の施行月である11月
　　を「児童虐待防止推進月間」として実施していた取り組みについて、こども家庭
　　庁では「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」として引継ぎ、集中
　　的な広報・啓発活動を実施しています。

○今年度の「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」標語　
　　「　知らせよう　あなたが　あの子の声になる」



提 供 日 2025/11/12

タイトル 警察と児童相談所等による
児童虐待対応（臨検・捜索等）の合同研修を行い
ます

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども家庭課

連 絡 先 こども家庭班

TEL 054-221-2922

警察と児童相談所等による

児童虐待対応（臨検・捜索等）の合同研修を行います

１ 要旨　

児童相談所は、児童虐待のおそれがあるにも関わらず、保護者によって子どもとの面会が拒否される場合において、住居等へ立入り、子どもの安否

確認や保護を行うことができます。

その実施にあたっては、警察と児童相談所等との連携が不可欠であり、各機関における児童虐待対応の対処能力を向上させるため、多機関による実

践的な合同研修を開催します。

２ 内容

(1)日　時　令和７年11月21日(金) 午前10時30分から午後３時00分まで

(2)場　所　静岡県警察学校(藤枝市下之郷1685-1)　体育館及び模擬家屋

(3)参加予定者　約100名

警察官(県内20署)、児童相談所職員（静岡県５児童相談所、静岡市及び浜松市児童相談所を含めた計７所）、市町担当課職員、静岡地方検察
庁職員、県警察本部人身安全少年課職員、健康福祉部こども家庭課職員

(4)主な内容

　○不審者等対応訓練

　　 警察学校内の体育館を使用し、児童相談所等へ不審者が来庁した場面を想定した演習を

行います。

　○臨検・捜索演習

警察学校内の模擬家屋を使用し、「臨検・捜索」の実践的な演習を行います。

演習では、児童相談所職員等が児童虐待が行われているおそれがある家庭を訪問し、抵抗する保護者（想定）へ対応するとともに、家庭内の児
童の安全確認や保護対応を行います。

　
　　　＊臨検・捜索

児童虐待防止法にもとづく出頭要求を受けた保護者又は立入調査を受けた保護者が、正当な理由なく、児童の福祉に関する事務に従事する職
員の立入り又は調査を拒み、又は忌避した場合、家庭裁判所の許可により実施するもの。

児童相談所職員等が警察官の援助を受けながら住居等に立入り、子どもの安否確認や保護を行うもので、施錠された鍵を外すなど実力行使を
伴うことも想定されています。

　　
３　取材時の留意事項

・取材については、不審者等対応訓練及び臨検・捜索演習時の午前11時30分から

　午後１時30分までとさせていただきます。

・注意事項がありますので、取材を予定される社については、前日までに県警察本部

　人身安全少年課次席あて（054-271-0110）に御連絡ください。



提 供 日 2025/11/12

タイトル 【取材依頼】ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグルー
プホールディングス株式会社による義援金の贈呈

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2844

令和7年台風第15号災害静岡県義援金の贈呈のため、ＭＳ＆ＡＤインシュアランス　グループ　ホールディングス株式会
社が塚本副知事を訪問します。

　　　　（要旨）
令和7年台風第15号により、県内に大きな被害があったことを受け、ＭＳ＆ＡＤインシュアランス　グループ　ホールディングス株式会社が、

「令和7年台風第15号災害静岡県義援金」の目録を贈呈するため、塚本副知事を訪問します。

１　義援金寄附団体
ＭＳ＆ＡＤインシュアランス　グループ　ホールディングス株式会社

２　寄附する義援金の名称・金額
「令和7年台風第15号災害静岡県義援金」　500万円※
※現在集計中　　実際の金額は500万円以上になる。

３　義援金の贈呈
(1) 日時 令和７年１１月１３日（木） ０９時00分から０９時15分まで

(2) 場所 県庁東館５階　塚本副知事室

(3) 出席者 ＭＳ＆ＡＤインシュアランス　グループ　ホールディングス株式会社
三井住友海上火災保険株式会社

静岡支店長 牛島　大介（うしじま　だいすけ）様
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

静岡支店長 大熊　健志（おおくま　けんじ）様
三井住友海上あいおい生命保険株式会社

静岡営業部長 竹添　卓臣（たけぞえ　つなおみ）様
静岡県 副知事 塚本　秀綱

健康福祉部理事 勝岡　聖子
福祉長寿局長 米山　紀子

（４） 内容　　義援金目録贈呈、写真撮影、懇談



提 供 日 2025/11/12

タイトル 韓国旅行業者を対象とした県内ゴルフ場ファムト
リップの開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光振興課

連 絡 先 観光振興班　山本

TEL 054-221-3637

韓国旅行業者を対象とした県内ゴルフ場ファムトリップの開催

１　要　旨

・静岡県では、観光産業の基盤産業化に向けたインバウンドによる県内旅行消費額の増加を目的に、ゴルフツーリズムの誘客を進めていま

す。

・今回、国際的なゴルフ場予約プラットフォームを運営する韓国AGL Inc.及び県内ゴルフ場と連携し、同社プラットフォーム上でのツアー造

成・販売を目的に、韓国旅行会社を県内に招請するファムトリップを行います。

２　ファムトリップの概要

　・招 請 者　ゴルフツーリズムを扱う韓国の旅行会社等

　・招請人数　９人

　・招請期間　令和７年11月13日（木）～16日（日）

日　時 内　容 備　考

11月13日(木)

（入　国）釜山→成田→静岡 又は 仁川→静岡

（会　議）県内ゴルフ関係者との情報交換会

宿泊：松風閣ホテル（焼津）

　　 14日(金)

（プレー）富士クラシック

（視　察）富士宮ＧＣ

宿泊：ＯＬＥホテル（藤枝）

　　 15日(土)

 （ 視 　 察 ） 藤枝 ゴルフクラブ

（プレー）浜岡コース

宿泊：浜岡ホテル（御前崎）

 取材受付

8:00集合

　　 16日(日)
（視　察）静岡ＣＣ島田コース

（出　国）静岡→仁川

３　取　材

11月15日（土）藤枝ゴルフクラブにおいて、視察の様子（ティーショット試打等含む）についての取材を受付けます。

取材を希望される方は、前日14時までに下記担当者まで御連絡をお願いします。

　＜静岡県スポーツ・文化観光部観光振興課　山本　054-221-3637＞



提 供 日 2025/11/12

タイトル パラリンピック金メダリストが県立東部特別支援
学校を訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3375

パラリンピック金メダリストの杉村英孝選手が県立東部特別支援学校を訪問

               講演会やボッチャ実技指導で生徒と交流します

１　概　要

　　県では、静岡県ゆかりのパラリンピアンを静岡県パラスポーツ応援隊に任命し、学校や、民間企業・

市町が実施するパラスポーツ関連のイベント等へ派遣することで、パラスポーツの普及啓発や障害へ

の理解を深める取組みを行っています。

　　今回、パラリンピック金メダリストの杉村英孝選手（ボッチャ・伊東市出身）が、県立東部特別支援

学校を訪問し、講演・実技指導を通じて生徒と交流します。

２　内　容

項　目 内　容

日　　時 令和７年11月21日（金）13:30～14:30

場　　所 静岡県立東部特別支援学校（伊豆の国市寺家246-1）

講　　師

杉村　英孝　選手
・伊東市出身
・主な戦績

東京2020パラリンピック　ボッチャ/個人：金メダル
パリ2024パラリンピック　ボッチャ/団体：銅メダル

※静岡県パラスポーツ応援隊として派遣

参 加 者 中等部及び高等部生徒　約30名

内　容
・講演（自己紹介・生徒からの質問コーナー）　20分程度
・ボッチャ実技指導・交流　　　　　　　　　　　 　35分程度
・記念撮影　　　　　　　　　　　　　　　　　         5分程度

３　取材について

　　取材いただける場合には、別紙：取材申込書を11月19日(水)17時までにメールまたはFAXにて、

 以下申請先まで送付願います。

　　取材申請先：（公財）静岡県障害者スポーツ協会　担当：中野

　　　　　　　　　   TEL　：054-221-0062　FAX　：054-651-2600

                       メール：s-spokyo@za.tnc.ne.jp

　　静岡県パラスポーツ応援隊に関する問合せは下記県担当まで御連絡ください。

　　担当：生涯・パラスポーツ班　牧野（054-221-3375）

mailto:s-spokyo@za.tnc.ne.jp


提 供 日 2025/11/12

タイトル 週に１度はスポーツをしよう！ニュースポーツふ
れあいフェスタin伊東の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3375

　　　　　　　　　　　　　　　　　週に１度はスポーツをしよう！

　　　　　　　　　　　ニュースポーツふれあいフェスタ2025 in 伊東を開催

子どもから高齢者まで、誰もが気軽に楽しむことができる「ニュースポーツ」の体験イベントの開催についてお知らせします。

１　日時　令和７年11月22日（土）　9:00～12:00

２　会場　伊東市民体育センター（伊東市玖須美元和田716-115）

３　内容　ニュースポーツ体験コーナーの開催
時間 体験できる種目

9:00～12:00
バウンドテニス、ダーツ、ペットコン、スカットボール、スポレック、モルック、ソフ
トバレー、ボッチャ

※体験種目は都合により変更になる場合があります。

４　参加方法　当日、直接会場にお越しください。（申込不要、参加無料）　

　５　中止のお知らせについて　静岡県レクリエーション協会ホームページにてお知らせします。
＜URL＞https://shizuoka-rec.jimdofree.com

６　主催　静岡県、静岡県レクリエーション協会

https://shizuoka-rec.jimdofree.com


提 供 日 2025/11/12

タイトル デフリンピック自転車競技会場内でにぎわいイベ
ント開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

＼ ⾒て・⾷べて・体験できる︕ ／

⾃転⾞競技会場内でにぎわいイベントを開催します︕

１　要　旨

　⽇本サイクルスポーツセンターで⾃転⾞競技が開催される東京2025デフリンピックについて、より多くの方に現地で観戦いただき、デフスポーツや聴覚

障害、手話⾔語について理解を深めていただくため、地元グルメや手話・スポーツ体験などが出店するにぎわいイベントを開催します。

２　開催概要
（１）名　称︓東京2025デフリンピック⾃転⾞競技静岡県にぎわいイベント

（２）開催⽇︓令和７年11月22⽇（⼟）、24⽇（月・祝）10:00〜15:30

（３）場　所︓⽇本サイクルスポーツセンター内（⾃転⾞競技会場ゴール付近）

（４）主　催︓静岡県

（５）内　容

　　・簡単な手話体験や、ボッチャ・モルック等のスポーツ体験などの体験ブース

　　・就労支援事業で製作された福産品（焙煎珈琲、クッキー、雑貨等）の販売

　　・伊⾖市産原木しいたけをはじめ、キッチンカーなどの地元グルメ販売

　　・体験ブースをまわるとクッキーやデフスポーツ×⼈気漫画コラボのステッカーをプレゼントするスタンプラリーも⾏います

　　※出店内容詳細は、添付チラシを参照ください。

３　にぎわいイベントの取材について
・デフリンピック競技会場内での実施となるため、東京 2025 デフリンピックのメディアID を事前に取得しているメディアのみ取材可能となります。

・メディア ID を事前に取得しているメディアで、にぎわいイベントの様子を取材いただける場合は、別添の個別取材申込フォームを、デフリンピック準

備運営本部メディア受付あてに提出してください。（提出先アドレス︓media@deaf2025.jp）

※競技の様子のみを取材する場合は、別添フォームの提出は不要です。

　・撮影の際には、⼀般来場者の写りこみに配慮願います。

（参考）⾃転⾞競技（ロード・マウンテンバイク）について
（１）会場︓⽇本サイクルスポーツセンター（伊⾖市⼤野1826）

（２）競技スケジュール

競技名 種目名 競技⽇時

スプリント 11月17⽇(月) 9:00〜15:30

ポイントレース 11月18⽇(火) 13:00〜15:00

個⼈タイムトライアル 11月20⽇(木) 9:00〜14:30
ロード

個⼈ロードレース 11月22⽇(⼟) 9:00〜15:00

XCC（クロスカントリーショートトラック） 11月24⽇(月・祝) 13:00〜14:45マウンテン

バイク XCO（クロスカントリーオリンピック） 11月25⽇(火) 9:00〜13:15

（３）会場へのアクセス

・競技⽇は観戦者の入場料無料（専⽤入⼝あり）

　・⼀般駐⾞場あり、修善寺駅⇔競技会場のバス運⾏あり



提 供 日 2025/11/12

タイトル 令和７年度第２回静岡県盛土等対策会議を開催し
ます。

担　　当 くらし・環境部 環境局盛土対策課

連 絡 先 盛土監視機動班

TEL 054-221-3302

令和７年度第２回静岡県盛土等対策会議を開催します。

盛土等に関する事案の解決を図るため、令和７年度第２回静岡県盛土等対策会議を下記のとおり開催します。

１　日　時
　　令和７年11月17日(月）午前９時30分から10時まで（予定）

２　会　場
　　県庁別館９階特別第１会議室

３　議　題　
（１）違法な盛土の発生事案に係る注意喚起について
（２）安全性把握調査を踏まえた不適切盛土への対応について
（３）静岡市葵区杉尾・日向における行政代執行の進捗状況について

４　出席者
　　平木副知事（座長）、総務部長、危機管理部長、
　　くらし・環境部長、くらし・環境部理事（水資源担当）、経済産業部長、
　　農林水産統括部長、交通基盤部部長代理、県警察本部生活安全部長

５　会議に関する補足事項
　・会議は、全体を通して公開で行います。
　・会議終了後に各担当部局にて取材をお受けします。



提 供 日 2025/11/12

タイトル 静岡県防災・原子力学術会議　令和７年度第１回
原子力分科会の開催

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先 原子力安全対策班

TEL 054-221-2088

静岡県防災・原子力学術会議　令和７年度第１回原子力分科会の開催

（要旨）
浜岡原子力発電所に係る安全対策の取組状況に関し、新規制基準適合性審査での審査内容について、科学的・専門的な立場か

ら有識者に意見をいただき、その状況を県民に向け情報発信するため、静岡県防災・原子力学術会議の原子力分科会を開催しま
す。

（開催概要）
１　日  時:令和７年11月17日（月）午後３時30分～５時15分

２　場　所:グランディエールブケトーカイ24階　コスモス
　　　　　（静岡市葵区紺屋町17-１）

３　出席予定者
 ＜静岡県防災・原子力学術会議　原子力分科会委員＞

原子力分科会長 山本　一良 名古屋学芸大学教授、名古屋大学名誉教授
委員 明石　真言 東京医療保健大学教授
委員 興　直孝　 静岡大学名誉教授、前静岡文化芸術大学理事
委員 小佐古　敏荘 東京大学名誉教授
委員 櫻井　淳 技術評論家、物理学者
委員 奈良林　直 東京科学大学ゼロカーボンエネルギー研究所特定教授

北海道大学名誉教授
 
＜静岡県＞ 
   危機管理部部長代理、危機管理部参事兼原子力安全対策課長

 ＜説明者＞
   中部電力株式会社

４　議題
炉心損傷防止に係る確率論的リスク評価および重大事故等対策

　 
   ５　傍聴について

　会議の傍聴は、WEB配信(youtube)を御覧いただくようお願いします。
　　・11月17日（月）午後３時30分～　配信開始予定
　　　（https://youtube.com/live/XeuKz0EWdAo）

　　　
　　議事録を静岡県原子力安全対策課HPに掲載するまで配信予定

  　・静岡県原子力安全対策課HPに当日資料とWEB配信用URLを掲載します。

６　報道関係者による取材について
　　・会場内で取材が可能です。当日、開始時間までに会場へお越しください。

https://youtube.com/live/XeuKz0EWdAo









































































